
広報たけはら

回
ふ
る
さ
と
自
慢
交
流

大
会
で
は
、
始
め
に
自
治

会
連
合
会
会
長
の
岡
田
文
夫
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
続
い
て
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
所
代
表
の
船

美
智
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

船

さ
ん
は
、
現
在
、
国
体
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

き
ら
め

き
セ
ン
タ
ー

を
山
口
県
か
ら
受

託
し
、

法
人
と
し
て
管
理

運
営
す
る
一
方
で
、
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
話
し
合
い
の
中
で
調

整
役
を
す
る
人
）
と
し
て
も
活
躍

中
で
す
。

船

さ
ん
は
、
自
身
が
関
わ
っ

て
き
た
住
民
が
主
役
の
活
動
を
紹

介
し
、
協
働
で
行
っ
た
成
果
と
し

て
、

立
場
の
違
う
人
た
ち
が
知

り
合
い
、
お
互
い
の
専
門
性
や
経

験
か
ら
改
善
策
が
生
ま
れ
た

他

人
事
か
ら
自
分
ご
と
と
し
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た

自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
に
誇
り
を
持
て

た

と
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、

本
の
長
い
リ
ボ
ン
を

一
人
ひ
と
り
順
に
送
り
な
が
ら
、

会
場
に
い
る
人
全
員
を
つ
な
ぐ

と
、

リ
ボ
ン
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
表
し
て
い
ま
す
。
で
は
、

今
度
は
リ
ボ
ン
を
切
っ
て
、
つ
な

ぎ
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
切
れ
た

つ
な
が
り
（
リ
ボ
ン
）
を
つ
な
ぎ

直
す
こ
と
で
、
前
よ
り
互
い
の
距

離
が
近
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

と
、
地
域
の
絆
を
改
め
て
築
き
、

深
め
よ
う
と
し
て
い
る
み
な
さ
ん

へ
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

こ
の
後
、

地
区
が
行
っ
た
発

表
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
教
育

長
、
民
生
部
長
が
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
。

小
坂
市
長
は
発
表
を
聞
き
、

み
な
さ
ん
が
創
意
工
夫
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
が
共

に
話
し
合
っ

て
協
力
し
て

事
業
を
進
め

め
て
い
く
こ

と
が
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

と
コ
メ
ン
ト
。

市
民
の
み
な

大会では、昨年に引き続き新たに住民自治組織を立ち上げ

た つの地区が、 年間の取組み目標を定めた 地域行動プ

ラン をもとに、組織立ち上げの経緯や、現在展開している

取組み状況を発表しました。

様々な本音も飛び出した 地区の発表。喜びや苦労を共有

して、地域が一体となるすばらしさを伝えてくれました。

竹原第 地

区協働のまち

づくりネット

ワークは、歴

史と文化が紡

ぎ合う地域づ

くりに取り組

んでいます。

大切な町並み

保存地区の歴史文化を継承していく

ため、市と協働して防災資機材や生

活道路の整備を行ったり、町並みの

雰囲気づくりのために施設の入口に

竹飾りを飾ったりしています。

発表者の三藤芳輝さんは、 今も昔

もまちづくりを進めるのに大事なの

は、 人 。人と人との絆を大切にし、

次世代に歴史・文化を継承したいと

思っています。 と発表。

今後は自主防災訓練の実施なども

計画されています。しっかり住民へ

活動の周知をして、多くの人に参加

してもらいたいそうです。
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計画されています。しっかり住民へ

活動の周知をして、多くの人に参加

してもらいたいそうです。

竹原第 地区協働

のまちづくりネット

ワークは、 子どもは

宝 という思いから、

子ども 番の充実な

ど、防犯活動に取り

組んでいます。

また、高齢者が安心して暮らせるよう、火災報知機や消火器

を地域施設や家庭に取り付け、斡旋するなどの取組みを進めて

います。ユーモアあふれるかけ合いで発表してくれた中尾泰美

さんと升岡博之さんは、 様々な団体で構成されているからこ

そ、知恵が出てくるんよ。それに、公民館などの場所はなくて

も人が集まるところがコミュニティ！ と、苦労の中で発見し

た 良さ を話してくれました。

竹原第 地区協働

のまちづくりネット

ワークは、 子どもは

宝 という思いから、

子ども 番の充実な

ど、防犯活動に取り

組んでいます。

また、高齢者が安心して暮らせるよう、火災報知機や消火器

を地域施設や家庭に取り付け、斡旋するなどの取組みを進めて

います。ユーモアあふれるかけ合いで発表してくれた中尾泰美

さんと升岡博之さんは、 様々な団体で構成されているからこ

そ、知恵が出てくるんよ。それに、公民館などの場所はなくて
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私たちのまち こんなにええところなんよ
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広報たけはら

さ
ん
と
行
政
が
共
に
歩
む
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
、
一
歩
一
歩
、
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

発
表
終
了
後
、
自
治
会
連
合
会

副
会
長
の
脇
森
智
範
さ
ん
は
、

今
後
、
組
織
に
携
わ
る
人
が

ど
の
よ
う
に
中
身
を
充
実
さ
せ
て

い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
を
良
く
し
て
い
く
者
同
士
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

と
来
場
者
に
話
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
現
在
、
住
民
自

治
組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
地
区
や
、
当
面
現
状

を
維
持
す
る
方
向
の
地
区
の
自
治

会
会
長
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
組
織
設
立
を
目
指
す
大

乗
自
治
会
会
長
の
和
久
利
敏
生
さ

ん
は
、大

会
名
の
と
お
り
各
地
区
が

地
域
の
自
慢
を
発
表
さ
れ
る
の
を

聞
い
て
、
う
ら
や
ま
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。
ぜ
ひ
今
後
の
参
考
に

し
た
い
。
現
在
、

一
部
の
人
に

負
担
が
い
く
の
で
は

な
ど
、
地

域
で
は
様
々
な
不
安
も
出
て
い
る

が
、
あ
ま
り

固
く
考
え
ず

前
向
き
に
進

め
た
い
。

と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し

た
。

そ
し
て
、

自
治
会

長
に
は
、
情

報
を
住
民
に

提
供
す
る
と
い
う
大
切
な
役
割
が

あ
る
。
今
日
得
た
情
報
も
持
っ
て

帰
り
た
い
。

と
、
大
会
へ
の
参
加
が
実
り
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
を
維
持
す
る
方
向

の
下
野
地
区
大
応
自
治
会
会
長
の

土
田
勇
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

う
ち
は
組
織
を
設
立
し
て
い

な
い
が
、
発
表
を
聞
い
て

や
ら

な
い
と

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
。
下
野
地
区
は
、

つ
の
自
治

会
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
難
し
さ

も
あ
る
が
、
な
ん
と
か
地
域
一
体

と
な
っ
て
、
ま
ず
は
地
域
住
民
の

命
に
関
わ
る
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
。

一
人
ひ
と
り
異
な
る
思
い
が
あ

る
中
、

自
分
た
ち
が
住
む
地
域

を
良
く
し
た
い

と
い
う
共
通
の

願
い
が
、
少
し
ず
つ
地
域
を
一
つ

に
し
て
い
き
ま
す
。

地域を変えるのは私たち。住みよいまちを目指してがんばっています！
月 日、勤労青少年ホームで第 回ふるさと自慢交流大会が開催され、 地区が取組み状況を発表しました。

大井・宿根

地区協働のま

ちづくり協議

会は、今年度
行った取組み
として、芝生
植付けによる
いこいのイベ
ント広場の緑
化、生活環境の改善として行った
芝桜の植付け、子どもから高齢者
まで声をかけ合う機会をつくる交
流事業、製鉄遺跡の保存などを紹
介。発表者の溝手隆章さんは、協
働のまちづくりを進めてきて、悪
かったことはなく、良かったこと
ばかり。地域の諸団体が垣根を越
えて共同作業ができるようにな
り、また地区内を良くしようとす
る人が多くいることにも気づけま
した。 と話してくれました。
高齢者を支える事業の増加や次
世代のリーダー育成などが今後の
目標です。

大井・宿根

地区協働のま

ちづくり協議

会は、今年度
行った取組み
として、芝生
植付けによる
いこいのイベ
ント広場の緑
化、生活環境の改善として行った
芝桜の植付け、子どもから高齢者
まで声をかけ合う機会をつくる交
流事業、製鉄遺跡の保存などを紹
介。発表者の溝手隆章さんは、協
働のまちづくりを進めてきて、悪
かったことはなく、良かったこと
ばかり。地域の諸団体が垣根を越
えて共同作業ができるようにな
り、また地区内を良くしようとす
る人が多くいることにも気づけま
した。 と話してくれました。
高齢者を支える事業の増加や次
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竹原第 地区協働のまちづくりネットワーク

は、 台風・高潮などの災害対策に課題を抱える

地区 と第 地区を紹介。現在、防災活動を中心

に、地域の人々が安全・安心に、そして笑顔で

暮らせるまちづくりを目指しています。地区の

若手ホープとして発表を任された岩崎雅吉さん

は、 協働のまちづくりは、結束力と交流、そし

て第 地区に自信を生みました。自分たちの地域

を守るという意識がわいてきています。 と力強く話していました。

なんとか若者の参加を増やしたい 、 さらに防災事業を充実させ

たい という今後の思いも語ってくれました。
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吉名町協働のまちづくりネットワークは、防

災・自然環境・地域交流をテーマに取組みを進

めています。自主防災訓練では、非常食や懐中

電灯などを入れる 非常時持ち出し袋 を配布。

各家庭が持ち出しやすい場所に保管しており、

防災への意識が高まっています。発表者の竹安

幸代さんは、 最初は、 協働って何？ 行政の

押し付けでは？ という意見も出ましたが、 吉

名を良くしようとする方向は同じだから、できることからやろう！

と始めました。現在は、取組みを通して団体や住民とのつながりがで

きています。今後も、楽しみながら輪を広げていきたいです。 と話し

てくれました。

吉名町協働のまちづくりネットワークは、防

災・自然環境・地域交流をテーマに取組みを進

めています。自主防災訓練では、非常食や懐中

電灯などを入れる 非常時持ち出し袋 を配布。

各家庭が持ち出しやすい場所に保管しており、

防災への意識が高まっています。発表者の竹安

幸代さんは、 最初は、 協働って何？ 行政の

押し付けでは？ という意見も出ましたが、 吉

名を良くしようとする方向は同じだから、できることからやろう！

と始めました。現在は、取組みを通して団体や住民とのつながりがで

きています。今後も、楽しみながら輪を広げていきたいです。 と話し

てくれました。

第 回ふるさと自慢交流大会


